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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第80期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第81期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第80期

会計期間
自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日

自　平成21年６月21日
至　平成21年９月20日

自　平成20年６月21日
至　平成21年６月20日

売上高 (千円) 1,182,964 303,485 3,096,733

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) 35,872 △163,517 △455,472

四半期(当期)純損失(△) (千円) △113,976 △258,320 △904,042

純資産額 (千円) 5,043,317 3,905,393 4,119,570

総資産額 (千円) 8,499,007 7,618,175 7,762,510

１株当たり純資産額 (円) 739.40 581.09 612.95

１株当たり四半期(当期)
純損失(△)

(円) △16.53 △38.44 △132.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 59.3 51.3 53.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 769,930 △59,738 1,477,665

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △71,088 44,186 △332,179

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △562,934 △121,182 62,392

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 754,366 1,651,546 1,793,401

従業員数 (名) 153 148 151

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在

株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況
平成21年９月20日現在

従業員数(名)
148
〔12〕

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の〔　〕外書表示は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)であ

ります。

３　臨時従業員には、パートタイマー、臨時契約の従業員及び派遣社員を含んでおります。

　

(2) 提出会社の状況
平成21年９月20日現在

従業員数(名)
131
〔 8〕

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の〔　〕外書表示は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)でありま

す。

３　臨時従業員には、パートタイマー、臨時契約の従業員及び派遣社員を含んでおります。

　

EDINET提出書類

株式会社和井田製作所(E01511)

四半期報告書

 3/22



第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期連結会計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

金型関連研削盤 149,278 29.7

切削工具関連研削盤 31,428 8.5

その他の機械 34,093 420.4

アフターサービス 103,069 48.4

合計 317,870 29.1
　
(注) １　金額は、販売価格によっております。
　　 ２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比

(％)

金型関連研削盤 221,008 31.3 325,578 41.9

切削工具関連研削盤 464,000 2,849.9 464,300 72.2

その他の機械 88,579 211.6 56,175 139.7

アフターサービス 103,069 48.4 ― ―

合計 876,658 89.8 846,053 57.9
　
(注) １　金額は、販売価格によっております。
　　 ２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

金型関連研削盤 133,810 25.2

切削工具関連研削盤 30,200 7.2

その他の機械 36,404 209.7

アフターサービス 103,069 48.4

合計 303,485 25.7
　
(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　　 ２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

植田機械株式会社 ― ― 36,608 12.1

宮脇機械プラント株式会社 ― ― 35,800 11.8

三井物産マシンテック株式会社 ― ― 31,915 10.6

コマツ工機株式会社 ― ― 31,204 10.3

(注)  前第１四半期連結会計期間の植田機械株式会社、宮脇機械プラント株式会社、三井物産マシンテック

株式会社及びコマツ工機株式会社については、当該割合が100分の10未満のため記載を省略しておりま

す。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当第１四半期連結会計期間における財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析は次のと

おりであります。なお、文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社

及び連結子会社)が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間における我が国経済は、在庫調整の一巡、国内経済対策の効果及び対外経済

環境の改善により、持ち直しの動きが見られるものの、設備投資の継続的抑制、過去最高水準の失業率及

び世界景気の下振れ懸念等により景気を下押しするリスクが存在する厳しい状況で推移いたしました。

工作機械業界におきましても、世界的な経済収縮による設備投資抑制の影響を受け生産活動が低水準

で推移し、工作機械業界全体の月次受注総額は平成21年8月では318億円となり依然として低水準が続い

ております。

このような状況の下、当社グループは、お客様第一主義の徹底、世の中にない機械づくり及び継続的進

化という考えを事業展開の主軸に据え、利益体質、財務体質及び環境対応能力の強化を図るとともに、積

極的な海外展開及びコア技術を活用した特定ユーザーとのコラボレーションを行い、業績向上に努めて

まいりました。

しかしながら、当社グループは、厳しい経済情勢及び業界動向の煽りを受け、売上高は303百万円(前年

同四半期比74.3％減)、営業損失は178百万円(前年同四半期は営業利益46百万円)、経常損失は163百万円

(前年同四半期は経常利益35百万円)となり、投資有価証券評価損等の影響から、四半期純損失は258百万

円(前年同四半期は四半期純損失113百万円)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

① 資産

　総資産は、前連結会計年度末に比べ144百万円減少し、7,618百万円となりました。これは、主として仕

掛品が133百万円増加し、現金及び預金が191百万円減少したことなどによります。

② 負債

　負債は、前連結会計年度末に比べ69百万円増加し、3,712百万円となりました。これは、主としてその他

流動負債が132百万円増加し、長期借入金が101百万円減少したことなどによります。

③ 純資産

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ214百万円減少し、3,905百万円となりました。これは、主とし

て利益剰余金が258百万円減少したことなどによります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年

度末に比べ141百万円減少し、1,651百万円となりました。

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであ

ります。

① 営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動の結果使用した資金は、59百万円(前年同四半期は769百万円の収入)となりました。

収入の主な内訳は、売上債権の減少110百万円等であり、支出の主な内訳は、税金等調整前四半期純損

失256百万円及びたな卸資産の増加117百万円等であります。

② 投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動の結果得られた資金は、44百万円(前年同四半期は71百万円の支出)となりました。

これは主として、定期預金の払戻による収入50百万円等であります。

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動の結果使用した資金は、121百万円(前年同四半期は562百万円の支出)となりました。

内訳は、長期借入金の返済による支出121百万円であります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間の研究開発費の総額は51百万円であります。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期連結会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社和井田製作所(E01511)

四半期報告書

 7/22



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年10月30日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,028,000 7,028,000
ジャスダック
証券取引所

株主としての権利内容に制限のない、
標準となる株式
単元株式数は100株であります。

計 7,028,000 7,028,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月21日～
平成21年９月20日

― 7,028,000― 843,300― 881,244

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しており

ません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年６月20日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年６月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

307,100
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,720,300
67,203

株主としての権利内容に制限のない、
標準となる株式

単元未満株式（注）
普通株式

600
― 同上

発行済株式総数 7,028,000― ―

総株主の議決権 ― 67,203 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が42株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成21年６月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社和井田製作所

岐阜県高山市片野町2121 307,100― 307,100 4.37

計 ― 307,100― 307,100 4.37

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年７月 ８月 ９月

最高(円) 459 442 449

最低(円) 370 400 384

(注)　１　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 ２　当該３月間における月別最高・最低株価は、毎月１日より月末までのものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間(平成20年６月21日から平成20年９月20日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年６月21日から平成21年９月20日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成21年６月21日から平成21年９月20日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表

規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間(平成20年６月21

日から平成20年９月20日まで)に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間(平成21年６月

21日から平成21年９月20日まで)及び当第１四半期連結累計期間(平成21年６月21日から平成21年９月20日

まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人日本橋事務所により四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,091,546 2,283,401

受取手形及び売掛金 ※３
 475,318

※３
 523,607

商品及び製品 35,788 28,440

仕掛品 1,586,465 1,452,986

原材料及び貯蔵品 579,063 601,966

その他 109,916 118,668

貸倒引当金 △685 △727

流動資産合計 4,877,413 5,008,344

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,025,860 1,047,754

機械装置及び運搬具（純額） 325,889 301,715

土地 900,003 900,003

その他（純額） 56,547 61,789

有形固定資産合計 ※１
 2,308,300

※１
 2,311,262

無形固定資産 9,998 11,112

投資その他の資産

投資有価証券 298,840 308,628

その他 127,338 126,937

貸倒引当金 △3,716 △3,775

投資その他の資産合計 422,463 431,790

固定資産合計 2,740,762 2,754,166

資産合計 7,618,175 7,762,510

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 137,734

※３
 79,706

短期借入金 600,000 600,000

1年内返済予定の長期借入金 418,508 438,488

未払法人税等 3,241 3,144

その他 276,271 143,898

流動負債合計 1,435,754 1,265,236

固定負債

社債 600,000 600,000

長期借入金 1,338,522 1,439,724

退職給付引当金 198,765 198,239

長期未払金 139,740 139,740

固定負債合計 2,277,027 2,377,703

負債合計 3,712,782 3,642,939

EDINET提出書類

株式会社和井田製作所(E01511)

四半期報告書

11/22



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月20日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 843,300 843,300

資本剰余金 881,244 881,244

利益剰余金 2,512,018 2,770,338

自己株式 △272,695 △272,695

株主資本合計 3,963,867 4,222,187

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △6,216 △56,218

為替換算調整勘定 △52,256 △46,398

評価・換算差額等合計 △58,473 △102,616

純資産合計 3,905,393 4,119,570

負債純資産合計 7,618,175 7,762,510
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　(2)【四半期連結損益計算書】
　　【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年６月21日
 至 平成20年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年６月21日
 至 平成21年９月20日)

売上高 1,182,964 303,485

売上原価 704,250 190,330

売上総利益 478,714 113,154

販売費及び一般管理費 ※１
 431,787

※１
 291,395

営業利益又は営業損失（△） 46,927 △178,241

営業外収益

受取利息 603 338

受取配当金 6,359 3,815

受取賃貸料 1,168 1,373

助成金収入 － 13,339

受取保険金 － 10,413

その他 1,262 1,566

営業外収益合計 9,393 30,846

営業外費用

支払利息 11,674 14,554

為替差損 8,530 1,323

その他 243 244

営業外費用合計 20,448 16,122

経常利益又は経常損失（△） 35,872 △163,517

特別利益

貸倒引当金戻入額 123 101

特別利益合計 123 101

特別損失

固定資産除却損 139 －

投資有価証券評価損 － 93,407

たな卸資産評価損 119,417 －

特別損失合計 119,557 93,407

税金等調整前四半期純損失（△） △83,561 △256,824

法人税、住民税及び事業税 7,045 1,497

法人税等調整額 23,368 △1

法人税等合計 30,414 1,496

四半期純損失（△） △113,976 △258,320
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  (3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成20年６月21日
 至 平成20年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年６月21日
 至 平成21年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △83,561 △256,824

減価償却費 70,497 49,518

退職給付引当金の増減額（△は減少） 552 526

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △193,547 －

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △16,875 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △123 △101

受取利息及び受取配当金 △6,963 △4,153

支払利息 11,674 14,554

投資有価証券評価損益（△は益） － 93,407

固定資産除却損 26 －

売上債権の増減額（△は増加） 922,475 110,777

たな卸資産の増減額（△は増加） 18,664 △117,924

仕入債務の増減額（△は減少） 44,298 19,382

長期未払金の増減額（△は減少） 139,740 －

その他の資産の増減額（△は増加） △32,821 28,484

その他の負債の増減額（△は減少） 22,893 18,923

小計 896,929 △43,426

利息及び配当金の受取額 6,621 4,033

利息の支払額 △13,871 △17,426

法人税等の支払額 △119,749 △2,919

営業活動によるキャッシュ・フロー 769,930 △59,738

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △50,000 －

定期預金の払戻による収入 － 50,000

有形固定資産の取得による支出 △18,807 △5,197

無形固定資産の取得による支出 △1,120 －

投資有価証券の取得による支出 △1,161 △616

投資活動によるキャッシュ・フロー △71,088 44,186

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 100,000 －

短期借入金の返済による支出 △400,000 －

長期借入金の返済による支出 △46,980 △121,182

社債の償還による支出 △100,000 －

配当金の支払額 △115,954 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △562,934 △121,182

現金及び現金同等物に係る換算差額 8,684 △5,121

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 144,592 △141,855

現金及び現金同等物の期首残高 609,774 1,793,401

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 754,366

※１
 1,651,546
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【継続企業の前提に関する事項】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年６月21日　至　平成21年９月20日)

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年６月21日　至　平成21年９月20日)

(四半期連結貸借対照表関係)

「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」(平成20年８月７日　内

閣府令第50号)の適用に伴い、前第１四半期連結会計期間において、「商品」「製品」として掲記されていたも

のは、当第１四半期連結会計期間は「商品及び製品」と一括して掲記しております。なお、当第１四半期連結会

計期間に含まれる「商品」「製品」は、それぞれ4,892千円、30,896千円であります。

また、前第１四半期連結会計期間において、「原材料」「貯蔵品」として掲記されていたものは、当第１四半

期連結会計期間は「原材料及び貯蔵品」と一括して掲記しております。なお、当第１四半期連結会計期間に含ま

れる「原材料」「貯蔵品」は、それぞれ576,993千円、2,070千円であります。

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年６月21日　至　平成21年９月20日)

１　棚卸資産の評価方法

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高

を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

 

２　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年６月21日　至　平成21年９月20日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月20日)

前連結会計年度末
(平成21年６月20日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

    3,748,227千円

 

　２　受取手形割引高　　　　　　　　　 5,200千円

　 　(うち輸出手形割引高　　　　　　   5,200千円)

 

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

いては、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

　なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれて

おります。

受取手形　　　　　　　　　 　   　　 170千円

支払手形　　　　　　　　  　　　   4,500千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

3,700,199千円

 

　２　

――――――――

 

※３　連結会計年度末日満期手形の会計処理について

は、手形交換日をもって決済処理しております。

　なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日で

あったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連

結会計年度末残高に含まれております。

受取手形　　　　　　　　　 　   　  　313千円

支払手形　　　　　　　　  　　　   20,840千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月21日
至　平成21年９月20日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

販売諸掛 95,991千円

給与及び賞与 78,812千円

役員報酬 26,280千円

役員賞与引当金繰入額 5,625千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,452千円

退職給付費用 5,191千円

減価償却費 21,584千円

旅費交通費 37,871千円

試験研究費 60,790千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

販売諸掛 56,702千円

給与及び賞与 62,000千円

役員報酬 28,029千円

退職給付費用 4,701千円

減価償却費 9,333千円

旅費交通費 23,267千円

研究開発費 51,583千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月21日
至　平成21年９月20日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,244,366千円

預入期間が３か月超の定期預金 △490,000千円

現金及び現金同等物 754,366千円
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,091,546千円

預入期間が３か月超の定期預金 △440,000千円

現金及び現金同等物 1,651,546千円
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(株主資本等関係)

　当第１四半期連結会計期間末(平成21年９月20日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年６月21日　

至　平成21年９月20日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,028,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 307,142

　

３　新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　該当事項はありません。

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

　当第１四半期連結会計期間末におけるデリバティブ取引の契約額等はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

　該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年６月21日　至　平成20年９月20日)

　当社及び連結子会社の事業は、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、事業の種類

別セグメント情報は記載しておりません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年６月21日　至　平成21年９月20日)

　当社及び連結子会社の事業は、工作機械の製造・販売業の単一セグメントでありますので、事業の種類

別セグメント情報は記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年６月21日　至　平成20年９月20日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年６月21日　至　平成21年９月20日)

　全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年６月21日　至　平成20年９月20日)

　 中国
アジア地域
(中国を除く)

その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 110,590 55,219 58,648 224,457

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 1,182,964

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

9.3 4.7 5.0 19.0

(注)　１　海外売上高は、提出会社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

　　　２　国または地域の区分方法及び各区分に属する主な国または地域

(1)　国または地域の区分は、地理的接近度によっております。

(2)　各区分に属する主な国または地域

　中国 ……………………………… 中国

　アジア地域(中国を除く) ……… 台湾、韓国、東南アジア地域、南アジア地域等

　その他の地域 …………………… 米国、ヨーロッパ地域、アフリカ地域等

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年６月21日　至　平成21年９月20日)

　 中国
アジア地域
(中国を除く)

その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 25,572 14,814 6,382 46,769

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ― 303,485

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

8.4 4.9 2.1 15.4

(注)　１　海外売上高は、提出会社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。

　　　２　国または地域の区分方法及び各区分に属する主な国または地域

(1)　国または地域の区分は、地理的接近度によっております。

(2)　各区分に属する主な国または地域

　中国 ……………………………… 中国

　アジア地域(中国を除く) ……… 台湾、韓国、東南アジア地域、南アジア地域等

　その他の地域 …………………… 米国、ヨーロッパ地域、アフリカ地域等
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月20日)

前連結会計年度末
(平成21年６月20日)

１株当たり純資産額 581円09銭
　

１株当たり純資産額 612円95銭
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年９月20日)

前連結会計年度末
(平成21年６月20日)

純資産の部の合計額(千円) 3,905,393 4,119,570

普通株式に係る純資産額(千円) 3,905,393 4,119,570

普通株式の発行済株式数(株) 7,028,000 7,028,000

普通株式の自己株式数(株) 307,142 307,142

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通
株式の数(株)

6,720,858 6,720,858

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月21日
至　平成21年９月20日)

１株当たり四半期純損失 16円53銭

潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益

―
　

１株当たり四半期純損失 38円44銭

潜在株式調整後１株当
たり四半期純利益

―

　

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年６月21日
至　平成20年９月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年６月21日
至　平成21年９月20日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失
(千円)

113,976 258,320

普通株式に係る四半期純損失(千円) 113,976 258,320

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 6,892,358 6,720,858

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社和井田製作所(E01511)

四半期報告書

19/22



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年10月28日

株式会社和井田製作所

取締役会　御中

　

監査法人日本橋事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　板橋　正志　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小倉　　明　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社和井田製作所の平成20年６月21日から平成21年６月20日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間

(平成20年６月21日から平成20年９月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社和井田製作所及び連結子会社の平成

20年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

追記情報

四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は当第１

四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」及び「連結財務諸表作成における在外子会社

の会計処理に関する当面の取扱い」を適用している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年10月30日

株式会社和井田製作所

取締役会　御中

　

監査法人日本橋事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　板橋　正志　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　小倉　　明　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社和井田製作所の平成21年６月21日から平成22年６月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成21年６月21日から平成21年９月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成21年６月21日から平成21

年９月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社和井田製作所及び連結子会社の平成

21年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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